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U.S.Indicators マクロ経済指標レポート 

米国 企業活動の堅調さ持続 ( 0 6年３月IS M非製造業景気指数)  発表日：0 6 年4 月5 日（木） 

～四半期では緩やかにモメンタム低下～  

第一生命経済研究所 経済調査部 

        桂畑 誠治( かつらはた せいじ)  
( 0 3 - 5 2 2 1 - 5 0 0 1 ：seiji@dlri.dai-ichi-life.co.jp)  

   

06年３月のＩＳＭ非製造業景気指数は、60.5と市場予想の59.0への低下に反し前月比

0.1ポイント上昇した。拡大縮小の分岐点である50を36ヵ月連続で上回り2003年半ば以降

のレンジを維持していることから、非製造業部門は堅調な状態にあると判断される。17業

種中13業種（前月の10業種）が前月から拡大し、特に高い伸びを示した業種は娯楽、公益、

鉱業、保険、法律サービス。一方、前月から悪化したのは、不動産、健康サービスの２業

種にとどまった。不動産の低下は住宅販売減少の影響とみられる。健康サービスに関して

は政府のメディケア支出の増加によって需要が鈍化したと考えられる。 

３月のＩＳＭ統計では、製造業景気指数が予想に反して前月比で低下したものの高い水

準を保ち、さらに非製造業景気指数が60.5に上昇したことから、企業部門の活動は３月も

堅調さを維持していると判断される。ただし、四半期でみると１～３月期の製造業、非製

造業景気指数がともに10～12月期から小幅低下しておりモメンタムは鈍化し始めている。 

 

個別にみると、新規受注指数が59.5と前月から3.3ポイント上昇し、高い水準を維持し

た。特に高い伸びを示した業種は、娯楽、公益、法律サービス、小売、卸売となった。 

雇用関連では、雇用指数は54.6と前月から低下した。増加した業種は17業種中14業種、

減少したのは１業種、残り２業種が前月と変わらずとなった。特に増加幅が大きかった業

種は、需要が強まっているビジネスサービス、熟練労働者不足の鉱業、法律サービス、娯

楽、公益、不動産。減少したのは、コスト削減圧力の強い卸売業。この結果、３月の雇用

統計では、非製造業雇用者数は３ヵ月移動平均で拡大ペースが鈍化すると予想される。 

6 0 . 5 と市場予想を

上回った 

 

受注の拡大ペース

加速を示唆 

 

ＩＳＭ非製造業景気指数の推移

活動指数 新規受注 雇用 在庫ｾﾝﾁﾒﾝﾄ 入荷遅延 受注残高 仕入価格 新規輸出受注 輸入 在庫変動

05/03 61.8 61.8 57.0 64.5 53.0 56.5 65.9 51.5 59.0 52.5

05/04 60.4 60.6 53.1 60.5 53.0 54.0 64.1 52.5 58.5 54.5

05/05 59.2 59.1 54.1 63.0 53.5 56.5 62.4 62.0 57.5 51.5

05/06 61.1 58.8 56.4 64.5 56.5 52.5 61.6 50.0 58.5 52.0

05/07 60.4 61.6 55.9 64.0 57.0 53.5 69.5 53.5 62.0 52.5

05/08 64.8 64.3 59.4 67.0 55.0 52.0 67.2 63.5 61.5 53.5

05/09 53.7 57.0 56.2 64.0 56.0 52.0 78.4 55.0 58.5 50.0

05/10 59.2 58.5 53.1 55.0 58.5 55.0 74.1 54.5 53.5 50.0

05/11 59.3 60.0 56.7 60.0 60.5 54.0 70.8 57.0 56.5 54.0

05/12 61.0 62.2 56.9 59.0 56.5 54.0 67.2 61.5 56.5 56.0

06/01 56.8 56.0 51.1 63.0 54.5 52.5 67.2 58.0 49.5 55.0

06/02 60.1 56.2 58.2 63.5 52.5 54.0 64.8 60.0 55.0 53.0

06/03 60.5 59.5 54.6 63.0 54.0 50.5 60.5 63.5 60.5 54.0
(出所）ＩＳＭ
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非製造業価格指数
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実質G D Pと I S M景況指数の推移
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物価面では、商品価格指数（仕入れ価格）は60.5と昨年９月をピークに低下傾向を辿っ

ており物価上昇圧力が緩和し始めている。 

外需関連では、世界製造業景気指数、世界サービス業景気指数を合成した世界総合景気

指数が３月に58.5と２月の58.2から上昇するなど、世界の企業活動が１～３月期に加速し

たことが示されている。このような世界的な企業活動の活発化を背景に新規輸出受注が

63.5と前月から3.5ポイント上昇したことから、サービス輸出の拡大ペースが加速してい

るとみられる。このため、貿易統計ベースのサービス輸出は2006年２、３月と伸び率が高

まる可能性が高い。一方、輸入指数が60.5と前月から4.5ポイント上昇し高水準を維持し

ていることから、引き続き貿易統計ベースの輸入は高い伸びが見込まれる。 

在庫面では、在庫センチメントが63.0と前月から0.5ポイント低下した一方、在庫変動

指数は54に上昇した。在庫に過剰感が生じており、今後在庫積み増しに慎重になる可能性

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


